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2015 年 12 月 2 日  

報道関係各位   
【ニュートラシューティカルズ関連事業】自治体との連携に関するお知らせ  

大塚製薬「社会貢献に関する包括連携協定」を福岡県と締結 
 

 大塚製薬は、新たな公的サービスの担い手と期待されるＮＰＯや企業などが互いに協力し、ともに支

え合う「共助社会づくり」を進める福岡県と、「社会貢献に関する包括連携協定」を 12 月 1 日に締結 

 当社が持つ、『熱中症対策』 『生活習慣病予防』 をはじめとした知見やノウハウを活かし、県民の健

康づくりやスポーツの振興、青少年の育成等による地域活性化などの取組みを今後県と協働で展開 

 
大塚製薬株式会社（本社：東京都、代表取締役社長：樋口達夫）は、福岡県と連携し、県民の健康づくり

分野での取組みを進めるため、「社会貢献に関する包括連携協定」を 12 月 1 日に締結しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大塚製薬は、生命関連企業として、各自治体と連携し人々の健康維持・増進に貢献すべく活動していま

す。このたび福岡県と連携し、県民全体の健康増進の取組みを進めるため、下記内容で協定を締結し

ました。 
① 県民の健康づくりや食育の推進に関すること 
② スポーツの振興、青少年の育成や教育の推進に関すること 
③ 災害時における被災者への貢献や協力に関すること 
④ その他、「飲酒運転撲滅宣言企業」や「子育て応援宣言企業」等への参画をはじめ、今後、県と

当社双方の強みを活かした取組みや活動を協働で実施していく 
 
大塚製薬は、今後も Otsuka-people creating new products for better health worldwide の企業理念のもと、

人々の健康維持増進に貢献してまいります。 

 

 
福岡県庁で行われた締結式の様子 

写真 中央：小川洋 福岡県知事 
左：山崎正三 大塚製薬 執行役員(ニュートラシューティカルズ事業部 営業本部長) 

右：佐藤 真至 大塚製薬 福岡支店 支店長 
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【参考】 
これまでの自治体との連携事例 
 

注：2015 年 12 月 1 日現在。主な自治体および取組みの内容を抜粋 

 

自治体名 連携開始年 連携協定名 主な取組み内容 

埼玉県 2015 年 健康増進に関する連携協定 

熱中症予防啓発協力、
健康長寿プロジェクト等
への講師派遣、「食」を
通じた健康づくりの取組
み協力 

佐賀県 2015 年 県民の健康増進伸長活動に関する包括協定 
健康啓発活動、食育推
進、健康長寿推進、災
害時協力 

茨城県行方市 2015 年 食と農と健康に係る包括連携協定 健康・スポーツ振興や食
育支援、災害時の協力 

神奈川県横浜市 2014 年 高齢者向けの熱中症予防啓発活動等に関する協力
協定 

健康福祉分野の事業推
進に協力し、熱中症勉
強会を実施 

愛知県尾張旭市 2014 年 健康づくり及び災害対策における協定 
災害対応自動販売機設
置、健康啓発活動の実
施 

埼玉県行田市 2013 年 健康づくりにおける相互連携協定 
熱中症対策など健康づ
くりに関する人材育成、
研修支援 

神奈川県 2011 年 かながわドリームアシストコミュニティ協定 体育・健康に関する学
校教育活動分野の支援 


